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教育プログラムで医学⽣は健康と社会の関係をより深く理解できる 
 

筑波⼤学の医学⽣を対象とした地域医療実習において、健康の社会的決定要因（健康に影響を及ぼす社
会的要因）を学ぶための教育プログラムを導⼊しました。この取り組みを継続的に改善・充実させた結
果、健康と社会との関係をより深く理解できるようになることが分かりました。 

 

⼈の健康はさまざまな社会的、経済的要因と複雑に絡み合っています。健康に影響を及ぼす社会的
要因は健康の社会的決定要因（SDH）と呼ばれ、最近では医学⽣への教育でも注⽬されています。SDH
は各要素が複雑に影響しあうため、より深く理解するにはリフレクション（省察）が重要となります。
しかし、どのような教育により医学⽣の SDH への理解を深められるかを継続的に評価した報告はほと
んどないのが現状です。 

筑波⼤学医学類では、2018 年から医学⽣を対象に、地域医療実習において SDH 教育プログラムを
導⼊しました。このプログラムは医学 5・6 年次学⽣の必修で、4 週間にわたり、⼤学病院や郊外の病
院・診療所での実習を⾏います。初⽇に SDH に関するレクチャーを受け、4 週間の実習中に SDH に
関連した事例を⾒つけて最終⽇に発表するよう指⽰され、実習終了後にレポートを提出します。プロ
グラムは随時、内容の充実を図り、指導する教員に対しても SDH 教育への理解を深める取り組みを⾏
っています。 

本研究では、2018 年から 3 年間の学⽣レポートを分析し、SDH への理解のレベルを評価しました。
その結果、プログラム導⼊当初よりも SDH をより深く理解している学⽣の割合が増加し、SDH のさ
まざまな要素に注⽬できるようになったことが分かりました。 

医学⽣への SDH 教育プログラムは、今後より注⽬されることが期待されており、さらなる発展のた
めには、現在よりもさらに医学と社会科学とを統合させる教育が必要だと考えられます。 
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 研究の背景  
⼈の健康はさまざまな社会的、経済的要因と複雑に絡み合っています。健康に影響を及ぼす社会的要因

は健康の社会的決定要因（SDH）注 1）と呼ばれ、世界保健機関は「The Solid Facts」注 2）として、SDH に
関与する 10 個の要素（幼少期、社会的排除・⽀援、⾷品、交通など）を発表しています。SDH が⼈々の
健康に与える影響は⾮常に⼤きいため、医療従事者も SDH について学び、健康への悪影響を低減する活
動をすることが求められており、近年、医学⽣に向けた教育においても SDH は注⽬されるようになって
います。しかし、社会的、経済的要因はそれぞれが複雑に絡み合って健康に影響することから、SDH を
医学⽣に教育するための⽅法論は定まっておらず、また、その教育効果の評価⽅法も模索段階にあるのが
現状です。 
 
 研究内容と成果  

本研究では、2018 年より筑波⼤学医学類の 5・6 年⽣を対象に、地域医療実習において SDH 教育プロ
グラムを導⼊し、3 年間にわたり継続的にプログラムを改善・充実させるとともに、学⽣の学習度を分析
しました。その結果、学⽣の SDH に対する理解が深まってきたことが明らかになりました。 

このプログラムは 4 週間の必修プログラムで、⼤学病院総合診療科と、茨城県郊外の⼀般病院、診療
所などで実習を⾏います。実習初⽇に SDHや The Solid Facts に関するレクチャーを受け、実習期間中
の経験から SDH に関連した事例を選択して考察し、最終⽇にグループ発表会を⾏います。その上で、実
習での経験を踏まえて、医学⽣・医療者が SDH を学ぶ意義や、医療者が患者や社会に対して担う役割に
ついてレポートを作成します。プログラムは、より学⽣が実習での経験と関連付けて SDH を学べるよう
に、随時改善を加えました。また、教員に対しては、SDH プログラムの⽬標設定について議論する場を
定期的に設け、グループ発表会でのファシリテーターとしての役割も明確化させました。 

学⽣から提出されたレポートを、SDH に関する記述のリフレクション（省察）レベルについてアカデ
ミック・ライティングスタイルの分類注 3）を参考に分類するとともに、The Solid Facts の 10 の要素の出
現頻度を分析したところ、3 年間で、より多くの学⽣が SDH について深く記載できるようになり（図 1）、
注⽬する要素も増える傾向がみられました（図 2）。この背景には、SDH プログラムの改善・充実やプロ
グラムを提供する教員側のスキルが向上したことがあると考えられます。 
 

 今後の展開  
医学⽣への SDH 教育⽅法や教育プログラムの評価に関する知⾒が未だ限られる中で、本研究を通して、

地域医療実習に組み込んだ SDH 教育プログラムの改善・充実の過程に加えて、プログラム評価の⽅法の
⼀例を⽰すことができたことは、今後の SDH 教育プログラムの発展に寄与すると考えられます。学⽣が
SDH についてより省察的に理解できるようになるためには、さらに医学と社会科学とを統合する教育が
必要だと考えられます。 
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 参考図  

 
図１ 学⽣レポートの SDH に関する省察レベル 
 2018 年から 3 年間の学⽣レポートでの健康の社会的決定要因（SDH）に関する記述の省察レベルを分
析した。SDH について記述的、分析的に記述できている者の割合は年を追うごとに増加し、評価不能（SDH
について記述できていない）の者は減少した。SDH について省察的（分析的に記述するだけでなく、⾃
⾝の考えを省察的に記述できる）な記載をした学⽣の割合は少なかった。 
 
 

 
図 2 学⽣レポートの SDH 要素の出現頻度 
 2018 年から 3 年間の学⽣レポートに出現した SDH 要素（The Solid Facts）の割合を分析した。年を
追うごとにレポートに出現する要素の総数は増加した。社会的⽀援、ストレス、社会的排除（貧困など）、
⾷事、交通などは多く出現した⼀⽅、社会格差、失業、幼少期などは出現頻度が低かった。 

 
 ⽤語解説  
注１）  健康の社会的決定要因（Social determinants of health; SDH） 

⼈の健康は⽣物学的な要因のみで決まるわけではなく、社会的、経済的要因によっても⼤きく影響され
る。⼈が⽣まれ育つ環境、教育、労働、経済状況、差別、医療や社会制度などの違いは健康格差の原因
となり、このような、⽣物学的要因以外のさまざまな要因を健康の社会的決定要因という。 

注２）  The Solid Facts 
世界保健機関（World Health Organization; WHO）が健康の社会的決定要因に関連する要因をまとめた
のものが「Social Determinants of Health. The Solid Facts」で、社会格差、ストレス、幼少期、社会
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的排除、労働、失業、社会的⽀援、薬物依存、⾷事、交通の 10項⽬が挙げられている。現在は第 2版
が公開されており、⽇本語版（健康の社会的決定要因 確かな事実の探求 第⼆版）もある。 

注３） アカデミック・ライティングスタイルの分類 
University of Readingではアカデミック・ライティングを記述的、分析的、省察的の３つのスタイルに
分類している。記述的な⽂章は「いつ」「誰が」「何を」に、分析的な⽂章は「なぜ」「どうやって」
に答え、省察的な⽂章はさらに「次は何か」といった将来の改善にも焦点を当てる。 
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